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一　

は
じ
め
に

負
担
の
不
履
行
に
、
負
担
付
遺
贈
の
取
消
に
つ
い
て
定
め
る
民
法
一
〇
二
七
条
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
し
て
、「
相
続
さ
せ
る
」

旨
の
遺
言
の
取
消
の
可
否
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
東
京
家
裁
立
川
支
部
平
成
三
〇
年
一
月
一
九

日
審
判
（
以
下
【
裁
判
例
一
】
と
い
う
。）
及
び
、
仙
台
高
裁
令
和
二
年
六
月
一
一
日
決
定
（
以
下
【
裁
判
例
二
】
と
い
う
。）
が
そ

れ
で
あ
る
。
負
担
の
不
履
行
を
理
由
に
遺
言
の
取
消
を
求
め
た
裁
判
例
が
公
表
さ
れ
る
の
は
め
ず
ら
し
い
し

（
１
）、
取
消
の
対
象
と
な
っ

た
遺
言
が
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
と
い
う
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

【
裁
判
例
一
】【
裁
判
例
二
】
と
も
に
、
民
法
一
〇
二
七
条
の
規
定
は
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
へ
類
推
適
用
さ
れ
る
と
し
な
が
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ら
も
、
取
消
の
申
立
を
却
下
し
て
遺
言
の
取
消
を
認
め
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
の
判
断
も
妥
当
な
判
断
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
の

判
断
に
お
そ
ら
く
異
論
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が

（
２
）、
今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
事
案
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
二
件
の
裁
判

例
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な
範
囲
で
、
問
題
点
と
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
私
な
り
に
整
理
し
て
お
こ
う
と
思
っ
た
。
こ
れ
が
本
稿
執
筆

の
動
機
で
あ
る
。

（
１
）　

こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
裁
判
例
は
、
宇
都
宮
家
裁
栃
木
支
部
昭
和
四
三
年
八
月
一
日
審
判
家
月
二
〇
巻
一
二
号
一
〇
二
頁
だ
け
の

よ
う
で
あ
る
。
事
案
は
、
被
相
続
人
Ａ
は
、
自
己
所
有
建
物
を
Ｙ
（
相
手
方
）（
マ
マ
）
に
遺
贈
す
る
旨
の
公
正
証
書
遺
言
を
作
成
し
て
死

亡
し
た
が
、
遺
言
の
末
尾
に
「
遺
言
者
が
死
亡
し
た
の
ち
の
遺
言
者
の
祭
祀
は
受
遺
者
で
あ
る
Ｙ
に
お
願
い
す
る
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。

Ｙ
が
遺
贈
を
原
因
と
し
て
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
し
た
の
に
対
し
て
、
Ａ
の
養
子
で
あ
っ
た
Ｘ
ら
（
申
立
人
）
が
、
本
件
遺
言
は
Ｙ
に

Ａ
の
祭
祀
を
な
す
よ
う
義
務
を
課
し
た
負
担
付
遺
贈
で
あ
り
、
Ａ
の
葬
儀
費
用
を
負
担
し
な
い
の
は
義
務
違
反
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
義
務

の
履
行
を
求
め
て
催
告
し
た
が
、Ｙ
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
の
で
遺
言
の
取
消
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
宇
都
宮
家
裁
栃
木
支
部
は
、

負
担
付
遺
贈
で
は
な
い
と
判
断
し
て
申
立
て
を
却
下
し
た
。「
祖
先
の
祭
祀
を
主
宰
す
る
者
と
指
定
さ
れ
た
者
は
死
者
の
遺
産
の
う
ち
系
譜
、

祭
具
、
墳
墓
の
よ
う
に
祭
祀
に
関
係
あ
る
も
の
の
所
有
権
を
承
継
す
る
（
民
法
八
九
七
条
）
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
そ
れ
以
上
の
法
律
上
の
効

果
が
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
者
は
被
相
続
人
の
道
徳
的
宗
教
的
希
望
を
託
さ
れ
た
の
み
で
祭
祀
を
営
む
べ
き
法
律

上
の
義
務
を
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
者
が
祭
祀
を
行
う
か
ど
う
か
は
一
に
か
か
っ
て
そ
の
者
の
個
人
的
信
仰
や
徳
義
に
関
す
る
こ

と
で
あ
っ
て
こ
れ
を
行
わ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
法
律
上
こ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
ま
た
祭
祀
を
主
宰
す
る
者
と
葬
儀
費
用

負
担
者
と
は
別
個
の
観
念
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
岡
本
和
雄
・
金
融
法
務

事
情
一
一
〇
九
号
二
五
頁
以
下　

一
九
八
五
年
、許
末
恵・家
族
法
判
例
百
選
［
第
四
版
］
一
四
四
頁
以
下　

一
九
八
八
年
、松
尾
知
子
「
負

担
付
遺
贈
」
判
タ
一
一
〇
〇
号
四
七
二
頁
以
下
、
常
岡
史
子
「
共
同
相
続
人
間
の
遺
留
分
減
殺
請
求
と
負
担
付
遺
贈
に
関
す
る
問
題
」
判
タ

一
三
二
七
号
二
八
頁
以
下　

二
〇
一
〇
年
、
遠
藤
隆
幸
「
講
座　

新・家
族
法
研
究
ノ
ー
ト
第
三
期　

第
二
〇
回
負
担
付
遺
贈
と
そ
の
周
辺
」
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月
報
司
法
書
士
五
七
六
号　

三
八
頁
以
下　

二
〇
二
〇
年
に
紹
介
が
あ
る
。

（
２
）　
【
裁
判
例
一
】
の
評
釈
等
と
し
て
、
佐
々
木
健
・
月
報
司
法
書
士
五
八
〇
号
二
五
頁
以
下　

二
〇
二
〇
年
、
小
川
恵
・
民
商
法
雑
誌

一
五
四
巻
一
号
一
六
二
頁
以
下　

二
〇
二
一
年
を
、【
裁
判
例
二
】
の
評
釈
等
と
し
て
、
本
山
敦
・
月
報
司
法
書
士
六
〇
五
号
九
〇
頁
以
下　

二
〇
二
二
年
、
松
尾
知
子
・
民
商
法
雑
誌
一
五
八
巻
六
号
一
三
八
頁
以
下　

二
〇
二
三
年
、
宮
本
誠
子
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
六
六
号

六
六
頁
以
下　

二
〇
二
三
年
を
あ
げ
て
お
く
が
、
い
ず
れ
も
判
断
に
好
意
的
で
あ
る
。
な
お
、
松
川
正
毅
＝
窪
田
充
見
編
『
別
冊
法
学
セ
ミ

ナ
ー
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
【
第
二
版
】
相
続
』
二
八
三
頁
〔
久
保
野
恵
美
子
〕　

日
本
評
論
社　

二
〇
二
三
年
、
潮
見
佳
男
『
詳
解

相
続
法
［
第
二
版
］』
六
〇
一
頁　

弘
文
堂　

二
〇
二
二
年　

参
照
。

二　

裁
判
例
の
紹
介

ま
ず
、
二
つ
の
裁
判
例
の
事
実
関
係
と
裁
判
所
の
判
断
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
裁
判
例
一
】
東
京
家
裁
立
川
支
部
平
成
三
〇
年
一
月
一
九
日
審
判
（
平
成
二
九
年
（
家
）
第
六
六
六
号
遺
言
取
消
し
申
立
事
件
）

―
―　

却
下

［
事
実
］　

遺
言
者
Ａ
（
昭
和
四
年
生
れ
）
は
平
成
二
八
年
一
月
三
日
に
死
亡
し
、妻
Ｂ
（
大
正
一
三
年
生
れ
）、Ａ
Ｂ
間
の
長
女
Ｃ
（
受

遺
者
）
及
び
二
女
Ｘ
（
申
立
人
）
が
、
Ａ
の
相
続
人
で
あ
っ
た
。

Ａ
は
、
生
前
、
Ｘ
と
そ
の
夫
Ｄ
に
後
を
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
自
ら
望
ん
で
昭
和
六
〇
年
か
ら
Ｘ
家
族
と
Ａ
Ｂ
夫
婦
が
各

自
二
分
の
一
の
持
分
を
有
す
る
土
地
建
物
（
本
件
不
動
産
）
に
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
Ａ
Ｂ
夫
婦
と
Ｘ
Ｄ
夫
婦
の
関
係
は

－ 232(520) －
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次
第
に
悪
化
し
、
Ａ
は
、
Ｂ
に
対
し
、
Ｄ
に
は
絶
対
に
本
件
不
動
産
を
渡
さ
な
い
旨
を
述
べ
る
な
ど
し
て
い
た
。
Ｘ
Ｄ
夫
婦
は
、
Ａ

Ｂ
夫
婦
か
ら
本
件
不
動
産
を
出
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
平
成
一
三
年
、
本
件
不
動
産
か
ら
出
て
Ａ
Ｂ
夫
婦
と
別
居
し
た
。
Ａ
は
、
平
成

一
四
年
に
Ｘ
Ｄ
夫
婦
に
絶
縁
状
を
送
付
し
、
両
者
の
関
係
は
断
た
れ
た
。

Ａ
Ｂ
夫
婦
は
、
Ｘ
Ｄ
夫
婦
と
の
関
係
が
悪
く
な
っ
た
た
め
本
件
不
動
産
を
Ｃ
に
残
す
こ
と
と
し
、
司
法
書
士
ら
の
専
門
家
と
相
談

し
た
。
そ
し
て
Ａ
は
、
公
証
人
作
成
の
平
成
一
四
年
八
月
九
日
付
け
遺
言
公
正
証
書
第
一
条
に
お
い
て
、
Ｙ
に
本
件
不
動
産
の
Ａ
の

持
分
全
部
を
相
続
さ
せ
、
た
だ
し
、
Ｃ
は
、
そ
の
相
続
す
る
こ
と
の
負
担
と
し
て
、
Ｂ
が
Ａ
の
死
亡
時
に
存
命
中
の
場
合
、
Ｂ
と
と

も
に
本
件
不
動
産
に
居
住
し
て
そ
の
生
活
の
面
倒
を
生
涯
に
亘
り
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
同
負
担
を
、以
下「
本
件
負
担
」と
い
う
。）

と
い
う
内
容
の
本
件
遺
言
を
し
た
。
同
公
正
証
書
遺
言
に
は
付
言
事
項
と
し
て
、Ａ
は
、Ｘ
に
生
前
に
各
別
の
利
益
を
与
え
て
お
り
、

Ｘ
は
、
同
公
正
証
書
記
載
の
遺
言
に
つ
い
て
不
満
を
述
べ
る
よ
う
な
立
場
に
は
な
い
の
で
、
万
一
に
も
相
続
に
関
す
る
紛
争
を
起
こ

す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
も
、
同
日
、
Ｂ
の
代
わ
り
に
受
益
者
を
Ａ
と
す
る
以
外
は
Ａ
の
遺

言
と
同
様
の
内
容
の
公
正
証
書
遺
言
を
し
た
。

Ａ
死
亡
後
、
Ｃ
は
Ｂ
に
対
し
、
遺
言
の
内
容
ど
お
り
、
本
件
不
動
産
に
引
っ
越
し
て
来
る
旨
を
述
べ
た
が
、
Ｂ
は
、
長
期
間
Ａ
と

二
人
で
静
か
に
気
ま
ま
に
暮
ら
し
て
い
た
生
活
が
騒
が
し
く
な
る
の
を
嫌
い
、引
っ
越
し
て
来
な
い
で
ほ
し
い
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

Ｂ
は
、
Ｃ
に
対
し
、
週
五
日
Ｂ
と
本
件
不
動
産
で
一
緒
に
過
ご
し
、
残
る
二
日
は
Ｂ
と
電
話
で
連
絡
を
取
る
程
度
で
ど
う
か
と
提
案

し
、
了
解
を
得
た
。

Ｃ
は
、
そ
の
後
、
自
宅
に
居
住
し
つ
つ
、
週
五
日
程
度
本
件
不
動
産
に
滞
在
し
て
そ
の
う
ち
三
日
程
度
は
同
所
に
宿
泊
し
て
Ｂ
と

過
ご
し
て
家
事
を
手
伝
う
な
ど
し
、
本
件
不
動
産
を
訪
れ
な
い
と
き
に
は
、
頻
繁
に
電
話
を
し
て
Ｂ
と
話
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ

の
夫
Ｅ
も
、
概
ね
週
一
度
の
割
合
で
本
件
不
動
産
を
訪
れ
、
庭
木
の
枝
を
切
る
な
ど
し
て
Ｂ
の
生
活
を
助
け
て
い
る
。
Ｂ
は
、
そ
う

し
た
援
助
体
制
に
満
足
し
、
Ｃ
Ｅ
夫
婦
に
感
謝
し
て
い
る
。

－ 231(519) －
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な
お
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
の
実
施
し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
Ｂ
は
九
六
歳
の
高
齢
で
、
右
耳
に
補
聴
器
を
付
け
て
い
る
が
、

意
思
疎
通
や
認
知
能
力
に
問
題
は
な
い
。
Ｂ
は
、
一
人
で
掃
除
、
買
物
、
食
事
の
支
度
、
入
浴
、
布
団
の
上
げ
下
げ
、
階
段
の
昇
降
、

バ
ス
の
利
用
が
で
き
、
自
転
車
に
も
乗
る
こ
と
が
で
き
て
日
常
生
活
に
必
要
な
行
為
を
一
通
り
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
合

唱
に
参
加
し
た
り
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
習
う
等
し
て
、
趣
味
を
楽
し
ん
で
る
。
Ｂ
は
、
白
内
障
等
治
療
の
た
め
に
二
、三

カ
月
に
一
度
眼
科
を
受
診
し
、
膝
痛
治
療
の
た
め
に
二
週
間
に
一
度
内
科
を
受
審
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
健
康
状
態
は
概
ね
良
好

で
あ
る
。
Ｂ
は
、
身
体
が
な
ま
ら
な
い
よ
う
に
家
事
は
基
本
的
に
自
ら
行
い
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
Ｃ
に
相
談
し
て
い
る
、
と
の

こ
と
で
あ
る
。

Ｘ
は
、
Ｃ
に
対
し
、
本
件
遺
言
の
と
お
り
Ｂ
と
同
居
す
る
よ
う
催
告
し
て
も
履
行
さ
れ
な
い
と
主
張
し
て
、
本
件
遺
言
の
取
消
し

を
求
め
た
。

［
裁
判
理
由
］　
「
民
法
一
〇
二
七
条
は
、
負
担
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
遺
贈
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
え
る
場
合
に
、
負
担
を
履
行
し

な
い
よ
う
な
者
に
対
す
る
遺
贈
は
失
効
さ
せ
る
こ
と
が
負
担
付
遺
贈
の
実
質
や
遺
言
を
し
た
者
の
意
思
に
適
合
す
る
と
の
趣
旨
か
ら

定
め
ら
れ
た
規
定
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
件
に
お
い
て
、
受
遺
者
か
ら
の
本
件
負
担
の
履
行
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
遺
言
者
は

遺
言
を
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
つ
き
検
討
す
る
。

ま
ず
、
本
件
遺
言
…
…
〔
に
お
い
て
〕、
遺
言
者
が
受
遺
者
に
本
件
不
動
産
を
相
続
さ
せ
る
と
と
も
に
本
件
負
担
を
課
し
て
遺
言

者
の
妻
と
の
同
居
を
求
め
た
趣
旨
は
、
遺
言
者
死
亡
後
の
遺
言
者
の
妻
の
生
活
を
案
じ
、
高
齢
で
あ
る
同
人
が
安
全
快
適
に
生
活
で

き
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
遺
言
者
の
妻
は
、
一
人
で
日
常
生
活
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
て
い
て
、

受
遺
者
が
本
件
負
担
記
載
の
と
お
り
に
同
居
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
状
態
に
あ
る
。
そ
し
て
受
遺
者
は
、
遺
言
者
の
妻
の
希
望

に
応
じ
た
態
様
で
本
件
不
動
産
に
滞
在
、宿
泊
し
た
り
電
話
す
る
な
ど
し
て
同
人
の
生
活
を
支
え
て
お
り
、本
件
遺
言
の
趣
旨
に
沿
っ

た
行
為
は
受
遺
者
に
よ
っ
て
誠
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
受
遺
者
は
、
遺
言
者
の
妻
に
対
し
、
本
件
負
担
ど
お
り
に
本
件
不
動
産
に
引
っ
越
し
て
同
居
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
こ

ろ
、
同
人
か
ら
拒
絶
さ
れ
た
も
の
で
、
同
居
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
き
受
遺
者
に
帰
責
事
由
は
存
在
し
な
い
。

さ
ら
に
、〔
遺
言
者
死
亡
後
の
状
況
〕
に
鑑
み
れ
ば
、
将
来
、
遺
言
者
の
妻
が
独
居
生
活
困
難
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
本
件
負
担

ど
お
り
、
受
遺
者
が
同
人
と
同
居
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

加
え
て
、
遺
言
者
は
、
受
遺
者
と
の
関
係
は
良
好
で
、
同
人
が
本
件
不
動
産
を
相
続
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
申
立

人
と
の
関
係
は
良
好
で
は
な
く
、同
人
が
本
件
不
動
産
を
相
続
す
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、本
件
遺
言
を
取
り
消
す
と
、

本
件
不
動
産
は
法
定
相
続
人
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
申
立
人
が
取
得
す
る
可
能
性
が
生
じ
、
遺
言
者
の
遺
志
に
反
す
る
事
態

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、受
遺
者
か
ら
の
本
件
負
担
の
履
行
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、遺
言
者
は
本
件
遺
言
を
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
遺
言
を
取
り
消
す
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
。」

【
裁
判
例
二
】
仙
台
高
裁
令
和
二
年
六
月
一
一
日
決
定
（
令
和
二
年
（
ラ
）
第
一
七
号
負
担
付
遺
言
取
消
し
申
立
の
審
判
に
対
す
る

即
時
抗
告
事
件
）
判
例
時
報
二
五
〇
三
号
一
四
頁
、
家
庭
の
法
と
裁
判
三
五
号
一
二
七
頁
―
―
取
消
、
申
立
て
却
下
（
確
定
）

［
事
実
］　

遺
言
者
Ａ
は
、
昭
和
三
四
年
一
月
二
六
日
、
Ｂ
（
昭
和
五
年
生
）
と
婚
姻
し
、
同
人
と
の
間
に
、
長
男
Ｚ
（
原
審
利
害
関

係
参
加
人
、
抗
告
人
）、
二
男
で
あ
る
Ｘ
（
原
審
申
立
人
）
を
そ
れ
ぞ
れ
も
う
け
た
。

Ｘ
は
、
平
成
一
四
年
一
二
月
頃
か
ら
統
合
失
調
症
を
発
症
し
、
入
院
中
で
あ
っ
た
平
成
一
七
年
五
月
二
七
日
に
障
害
等
級
二
級

の
障
害
者
手
帳
の
交
付
け
、
障
害
基
礎
・
厚
生
年
金
（
以
下
「
障
害
基
礎
年
金
」
と
い
う
。）
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
そ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
生
活
保
護
は
打
ち
切
ら
れ
た
。
そ
の
後
Ｘ
に
は
、
発
症
日
に
遡
っ
て
過
去
五
年
分
の
障
害
基
礎
年
金
約

八
六
五
万
円
が
支
給
さ
れ
た
の
で
、
Ｘ
は
、
平
成
二
一
年
に
退
院
し
た
後
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
預
金
か
ら
、
ア
パ
ー
ト
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を
借
り
る
た
め
の
費
用
や
家
具
や
電
化
製
品
な
ど
を
揃
え
る
た
め
の
費
用
を
捻
出
し
て
、
民
間
ア
パ
ー
ト
Ｃ
を
借
り
て
独
居
し
、
年

額
一
五
五
万
円
余
り
の
障
害
基
礎
年
金
で
賄
え
な
い
生
活
費
に
つ
い
て
は
残
っ
た
預
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
。

Ａ
は
、
平
成
二
五
年
頃
、
預
金
が
底
を
つ
い
た
Ｘ
か
ら
生
活
の
援
助
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｘ
の
病
状
や
生
活
状
況
等
を

考
え
、
毎
月
三
万
円
（
但
し
、
医
療
費
や
電
気
製
品
等
の
買
い
替
え
な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
別
途
加
算
す
る
）
を
送
金
す
る
な
ど

し
て
Ｘ
へ
の
経
済
的
な
援
助
を
継
続
的
に
行
っ
た
。
Ｘ
は
、
同
年
六
月
、
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
、
Ｄ
住
宅

に
転
居
し
た
。
こ
の
間
、
定
期
的
に
精
神
科
に
通
院
し
、
投
薬
治
療
を
受
け
る
ほ
か
、
症
状
が
悪
化
し
た
と
き
は
入
院
し
て
治
療
を

受
け
て
き
た
が
、病
的
体
験
に
影
響
さ
れ
や
す
く
、日
常
生
活
に
お
け
る
多
く
の
部
分
で
援
助
が
必
要
な
状
態
が
続
い
て
き
て
い
る
。

Ａ
は
、
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
五
日
、
本
件
遺
言
の
作
成
を
公
証
人
に
嘱
託
し
た
。
本
件
遺
言
の
内
容
は
「
第
一
条　

Ａ
は
、
Ａ

の
有
す
る
一
切
の
財
産
を
、
Ａ
の
長
男
Ｚ
（
昭
和
三
五
年
生
）
に
相
続
さ
せ
る
。

二　

前
項
の
相
続
の
負
担
と
し
て
、
前
記
の
Ｚ
は
、
Ａ
の
二
男
Ｘ
の
生
活
を
援
助
す
る
も
の
と
す
る
。（
第
二
条
は
遺
言
執
行
者
の

指
定
、
第
三
条
は
祭
祀
承
継
者
の
指
定
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。
―
筆
者
注
）」「
付
言　

私
の
相
続
人
ら
は
、
こ
の
遺
言
に
従
い
、

遺
留
分
の
減
殺
を
す
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
に
助
け
合
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

Ａ
は
、
平
成
二
八
年
夏
頃
、
Ｚ
に
対
し
、
自
己
に
代
わ
っ
て
送
金
す
る
よ
う
指
示
し
、
Ｚ
は
Ｘ
に
対
し
、
平
成
二
九
年
四
月
ま
で
、

最
低
で
も
三
万
円
を
送
金
し
た
。
Ａ
は
、
平
成
二
九
年
に
死
亡
し
、
相
続
が
開
始
し
た
。
Ａ
の
相
続
人
は
、
妻
Ｂ
、
Ｚ
、
Ｘ
の
三
名

で
あ
る
。
Ｚ
は
、
Ａ
死
亡
後
は
、
同
年
三
月
及
び
四
月
ま
で
月
額
三
万
円
を
送
金
し
た
が
、
そ
の
後
送
金
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
Ｘ
は
、
Ｚ
に
対
し
、
Ｚ
は
本
件
遺
言
に
よ
っ
て
「
Ｘ
の
生
活
を
援
助
す
る
」
義
務
を
負
っ
た
の
に
負
担
し
た
義
務
を
履

行
し
な
い
た
め
、
平
成
三
〇
年
二
月
二
四
日
に
履
行
を
催
告
し
た
が
、
相
当
期
間
が
経
過
し
て
も
履
行
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
本

件
遺
言
の
取
消
し
を
求
め
て
、
福
島
家
庭
裁
判
所
い
わ
き
支
部
に
本
件
申
立
て
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｚ
は
、
平
成
二
九
年
六
月
二
十
五
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
月
額
三
万
円
の
送
金
に
つ
い
て
は
、
Ａ
の
意
思
を
尊
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重
し
た
も
の
で
あ
る
が
努
力
義
務
で
あ
っ
て
、
送
金
の
有
無
や
金
額
の
決
定
は
Ｚ
に
お
い
て
行
う
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
。
平
成
二
九

年
五
月
九
日
に
執
り
行
わ
れ
た
叔
父
の
告
別
式
に
Ｘ
が
参
列
し
た
こ
と
か
ら
（
Ｘ
に
よ
れ
ば
、
式
場
の
控
室
に
到
着
し
た
も
の
の
結

果
的
に
は
参
列
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。）、
Ｘ
に
は
新
幹
線
代
や
駅
か
ら
式
場
ま
で
の
往
復
の
タ
ク
シ
ー
代
を
負
担
す
る
だ
け

の
経
済
的
余
裕
が
あ
る
と
の
考
え
で
送
金
を
停
止
し
た
、
節
度
あ
る
支
出
に
留
め
れ
ば
Ｘ
は
年
金
の
範
囲
内
で
生
活
が
十
分
可
能
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
本
件
遺
言
の
義
務
の
文
言
が
抽
象
的
で
解
釈
が
必

ず
し
も
容
易
で
な
い
こ
と
、
義
務
の
内
容
が
定
ま
れ
ば
履
行
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

原
審
（
福
島
家
裁
い
わ
き
支
部
）
は
、
本
件
遺
言
を
取
り
消
し
た
。「
負
担
付
遺
贈
に
つ
い
て
は
、
催
告
後
、
相
当
期
間
内
に
履

行
が
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
取
り
消
し
請
求
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（
民
法
一
〇
二
七
条
）、
本
件
遺
言

の
第
一
条
は
、
負
担
付
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
で
あ
る
。
…
…
『
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
』
は
、
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
で
あ
る
も

の
の
、
そ
の
権
利
移
転
効
果
は
遺
贈
に
類
似
す
る
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
遺
言
者
の
意
思
を
推
測
す
れ
ば
、
同
条
の
準
用
を
認
め
る

べ
き
で
あ
る
。
…
…
負
担
の
内
容
は
、
履
行
・
不
履
行
の
判
定
が
で
き
る
程
度
に
客
観
的
に
特
定
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
…
…
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
遺
言
者
は
、
そ
の
生
前
か
ら
、
Ｘ
に
対
し
、
最
低
で
も
月
額
三
万
円
を
送
金

し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
本
件
遺
言
第
一
条
に
い
う
生
活
の
援
助
と
は
、
遺
言
者
が
生
前
か
ら
Ｘ
に
し
て
い
た
金
銭
的
な
援
助
と
し

て
の
送
金
を
指
す
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
件
遺
言
の
付
言
と
し
て
遺
言
者
が
Ｘ
を
含
む
相
続
人
ら
に
対
し
て
遺
留
分
減
殺
請
求
と
い
う
財
産
的
な
請
求

を
し
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
る
〔
し
、〕
…
…
遺
言
者
の
遺
産
に
は
、
年
額
一
三
〇
万

円
程
度
の
不
動
産
の
所
得
が
見
込
ま
れ
る
賃
貸
物
件
が
含
ま
れ
て
お
り
、
相
続
開
始
直
前
に
遺
言
者
の
預
貯
金
が
少
な
く
と
も

一
八
〇
〇
万
円
以
上
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
…
…
こ
と
と
、
Ｂ
が
高
齢
で
病
弱
で
あ
っ
て
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
す
る
現
実

的
な
可
能
性
が
低
く
、
い
ず
れ
は
さ
ら
に
相
続
が
発
生
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、
遺
言
者
と
し
て
は
、
全
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て
の
遺
産
を
相
続
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
Ｘ
の
存
命
中
は
少
な
く
と
も
月
額
三
万
円
（
年
額
三
六
万
円
）
の
経
済
的
な
援
助
を
Ｘ
に
す

る
こ
と
を
法
律
上
の
義
務
と
し
て
Ｚ
に
負
担
さ
せ
る
意
思
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。〔
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〕
…
…
Ｚ
は
Ｘ
か
ら
の

催
告
後
、
相
当
期
間
内
に
本
件
遺
言
の
定
め
る
義
務
の
履
行
を
し
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
申
立
て
は
理
由
が
あ
る
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

Ｚ
が
原
審
判
の
取
り
消
し
を
求
め
て
即
時
抗
告
し
た
。

［
決
定
理
由
］「
負
担
付
遺
贈
に
つ
い
て
は
、
催
告
後
、
相
当
期
間
内
に
履
行
が
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
取
り
消
し
請
求
を
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（
民
法
一
〇
二
七
条
）、
本
件
遺
言
は
、
負
担
付
の
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
で
あ
り
、
遺

産
分
割
方
法
の
指
定
を
し
た
も
の
で
遺
贈
と
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
権
利
移
転
の
効
果
は
遺
贈
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
遺

言
者
の
意
思
か
ら
す
れ
ば
同
条
の
類
推
適
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
負
担
の
内
容
は
、
法
律
上
の
義
務
た
り
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
上
記
の
と
お
り
、
遺
言
者
は
、

平
成
二
五
年
頃
か
ら
、
疾
病
の
影
響
等
も
あ
っ
て
、
障
害
基
礎
年
金
だ
け
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
Ｘ
に
対
し
、
最
低
で
も

月
額
三
万
円
を
送
金
し
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
統
合
失
調
症
で
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
Ｘ
に
対
し
ま
と
ま
っ
た
預
金
な
ど

を
相
続
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
Ｘ
に
は
自
己
の
財
産
を
管
理
す
る
能
力
が
十
分
で
は
な
く
、
疾
病

等
の
影
響
で
浪
費
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
な
く
は
な
い
た
め
、
全
て
の
財
産
を
Ｙ
に
相
続
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
Ｘ
の
存
命
中
は
少
な

く
と
も
月
額
三
万
円
（
年
額
三
六
万
円
）
の
経
済
的
な
援
助
を
法
律
上
の
義
務
と
し
て
Ｘ
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
の
が
遺
言
者
の
意

思
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…
Ｚ
は
、平
成
二
九
年
五
月
以
降
、月
額
三
万
円
の
経
済
的
援
助
の
履
行
を
し
て
い
な
い
も
の
の
、

本
件
遺
言
の
定
め
る
負
担
で
あ
る
『
原
審
申
立
人
の
生
活
を
援
助
す
る
』
こ
と
の
内
容
が
、法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
と
は
い
え
、

必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
し
、
Ｚ
と
Ｘ
は
余
り
交
流
も
な
く
、
Ｚ
に
は
Ｘ
の
病
状
や
収
支
の
状
況
を
十
分
に
把
握
す

る
術
も
な
く
、
ま
た
、
生
活
の
援
助
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
も
困
難
な
面
が
あ
っ
た
こ
と
、
Ｚ
は
、
経
済
的
援
助

－ 226(514) －
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の
支
払
い
を
拒
絶
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
定
の
経
済
的
援
助
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
は
支
払
う
意
思
が
あ
る
こ
と

を
本
件
申
立
て
が
さ
れ
た
直
後
か
ら
表
明
し
て
お
り
、
原
審
に
お
い
て
は
、
Ｚ
又
は
Ｘ
の
ど
ち
ら
か
が
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
月
ま

で
、
毎
月
末
日
限
り
月
額
三
万
円
を
支
払
う
か
、
Ｘ
に
対
し
遺
留
分
相
当
額
七
〇
五
万
円
を
支
払
う
と
い
う
和
解
の
提
案
を
し
て
い

た
が
、
Ｘ
が
遺
留
分
を
含
む
解
決
金
と
し
て
二
七
〇
〇
万
円
の
支
払
い
を
求
め
た
た
め
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
図
れ
ず
、
審
判

が
さ
れ
た
経
緯
も
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
Ｚ
が
遺
言
者
の
遺
産
を
す
べ
て
取
得
し
な
が
ら
、
Ｘ
に
対
し
本
件
遺
言
で
負
担
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
『
生
活

を
援
助
す
る
』
た
め
の
月
額
三
万
円
の
経
済
的
援
助
の
支
払
い
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
看
過
で
き
ず
、
速
や
か
に
そ
の
支
払
い
を
す

べ
き
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
年
額
に
す
る
と
一
五
五
万
円
余
り
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
が
、
Ｇ
住
宅
の
家
賃
や
光
熱
費
の
ほ
か
、
自
炊

が
で
き
な
い
た
め
宅
配
弁
当
や
外
食
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
、
疾
患
の
影
響
で
大
量
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
消
費
し
て
し

ま
う
た
め
、
食
費
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
上
、
統
合
失
調
症
の
他
に
も
持
病
が
あ
り
医
療
費
も
月
に
二
万
円
程
度
か
か
る
た

め
、
毎
月
の
支
出
が
一
五
万
円
か
ら
一
七
万
円
に
な
り
、
不
足
分
を
知
人
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
を
し
て
お
り
、
電
化
製
品
が
故
障
し

た
場
合
な
ど
臨
時
の
出
費
を
要
す
る
場
合
に
は
全
く
対
応
で
き
ず
、
平
成
三
〇
年
四
月
か
ら
経
済
的
な
事
情
等
も
あ
っ
て
入
院
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
生
活
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｚ
が
Ｘ
の
生
活
を
援
助
す
る
た
め
の
負
担
と
し
て
、
平
成
二
九
年
五
月
以
降
毎
月
三
万
円
（
本
決
定
前
の
令
和
二
年
五

月
ま
で
合
計
百
十
一
万
円
）
の
支
払
い
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
本
件
遺
言
に
定
め
る
負
担
を
履
行
し
て
い
な
い
も
の
と
は
い
え
る

が
、
Ｚ
に
は
、
負
担
の
内
容
が
具
体
的
に
示
さ
れ
れ
ば
こ
れ
を
完
全
に
履
行
す
る
意
思
も
あ
り
、
本
件
遺
言
の
抽
象
的
文
言
か
ら
は
、

負
担
に
つ
い
て
の
遺
言
者
の
意
思
解
釈
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
考
え
る
と
、
現
時
点
で
、
Ｚ
が
そ
の
履
行
を
し
て
い
な

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
い
え
る
。

遺
言
者
は
、
長
年
に
渡
り
闘
病
生
活
を
送
っ
て
き
た
Ｘ
の
財
産
管
理
能
力
に
疑
念
を
抱
き
、
Ｘ
の
生
活
を
必
要
に
応
じ
て
援
助
し

－ 225(513) －
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
度
に
多
額
の
現
金
を
取
得
す
る
な
ど
し
た
場
合
に
は
、
浪
費
す
る
な
ど
し
て
困
窮
し
た
り
、
Ｚ
や
Ｅ
に

扶
養
料
を
請
求
し
た
り
す
る
事
態
に
な
る
こ
と
を
回
避
す
べ
く
、
本
件
遺
言
を
し
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
遺
言
者
の
意
思
に
鑑
み
て
も
、
Ｚ
に
負
担
の
不
履
行
が
あ
る
と
し
て
、
今
直
ち
に
本
件
遺
言
を
取
り
消
す
こ
と
が
遺
言
者
の
意
思

に
適
う
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」

三　
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
（
特
定
財
産
承
継
遺
言
）
の
性
質

【
裁
判
例
一
】
に
お
い
て
は
、
遺
言
者
Ａ
及
び
そ
の
妻
Ｂ
が
後
事
を
託
す
つ
も
り
も
あ
っ
て
二
女
Ｘ
夫
婦
と
と
も
に
始
め
た
同
居

生
活
が
う
ま
く
ゆ
か
な
く
な
り
絶
縁
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
Ａ
が
死
亡
し
た
ら
一
人
残
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
Ｂ
の
生
活
へ
の
配
慮
か
ら
、
も
う
一
人
の
子
で
あ
る
長
女
Ｃ
に
期
待
す
る
こ
と
と
し
、
Ｃ
の
家
族
が
居
住
不
動
産
に
お
い
て
Ｂ

と
同
居
し
そ
の
生
活
の
面
倒
を
生
涯
に
わ
た
り
み
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
代
わ
り
に
、
本
件
居
住
不
動
産
上
の
Ａ
の
持
分
を

Ｃ
に
相
続
に
よ
り
取
得
さ
せ
る
意
思
で
、
Ａ
は
本
件
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。【
裁
判
例
二
】
は
も
っ
と

切
実
で
、遺
言
者
Ａ
が
本
件
遺
言
を
し
た
の
は
、二
男
Ｘ
の
生
存
を
維
持
す
る
た
め
の
配
慮
で
あ
る
。
Ｘ
は
、疾
病
の
影
響
等
も
あ
っ

て
、
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
財
産
を
管
理
す
る
能
力
も
不
十
分
で
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
が
生
活
し
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
纏
ま
っ
た
お
金
を
渡
し
て
も
浪
費
し
て
し
ま
い
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
Ａ
は
必

要
に
応
じ
て
増
額
す
る
こ
と
も
あ
る
が
最
低
で
も
月
額
三
万
円
を
送
金
し
て
扶
養
を
続
け
て
お
り
、
自
分
の
死
後
の
Ｘ
へ
の
終
生
の

扶
養
の
継
続
を
長
男
Ｚ
に
託
す
る
こ
と
と
し
、そ
の
代
わ
り
に
す
べ
て
の
遺
産
を
、Ａ
の
相
続
に
お
い
て
Ｚ
に
取
得
さ
せ
る
意
思
で
、

「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
公
正
証
書
の
遺
言
書
を
作
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
遺
言
者
の
意
思
を
実
現
す
る
た
め
に
、
民
法
が
そ
の
制
定
当
時
よ
り
用
意
し
て
い
る
の
は
負
担
付
遺
贈
遺
言

－ 224(512) －
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（
一
〇
〇
二
条
、
一
〇
〇
三
条
。
な
お
、
一
〇
二
七
条
）
で
あ
る
が
、
従
来
の
学
説
も
裁
判
実
務
の
多
く
も
、
特
定
の
相
続
人
に
対

し
て
特
定
の
相
続
財
産
を
取
得
さ
せ
る
旨
の
遺
言
を
遺
贈
遺
言
と
解
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
、
こ
の
種
の
遺
言
は
遺
産
分
割
方
法

を
指
定
し
た
遺
言
で
あ
り
、
特
定
の
財
産
の
価
額
が
当
該
相
続
人
の
法
定
相
続
分
の
価
額
を
上
回
る
場
合
に
は
相
続
分
の
変
更
も
指

定
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
方
向
に
あ
っ
た

（
３
）。

ま
た
、
こ
れ
を
遺
贈
と
解
す
る
場
合
に
は
、
不
動
産
登
記
を
す
る
際
の
免
許
登
録
税
の
税
率
が
、
登
録
免
許
税
法
の
改
正
に
よ
っ

て
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
遺
贈
の
場
合
の
税
率
が
低
減
さ
れ
相
続
と
同
じ
に
な
る
ま
で
は
、
相
続
一
〇
〇
〇
分
の
六
に
比
べ
る
と
高

額
の
一
〇
〇
〇
分
の
二
五
で
あ
っ
た
し
、
二
〇
一
二
年
年
の
不
動
産
登
記
法
（
六
三
条
二
項
）
の
改
正
に
よ
り
単
独
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
移
転
登
記
の
手
続
も
受
遺
者
で
あ
る
相
続
人
と
の
遺
贈
義
務
者
で
あ
る
他
の
相
続
人
と
の
共
同
申
請
が
必
要

で
あ
っ
た
か
ら
、
遺
贈
義
務
者
が
申
請
に
応
じ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
争
っ
て
判
決
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
公
証
実
務
が
作
り
出
し
、
最
高
裁
平
成
三
年
四
月
一
九
日
判
決
（
民
集
四
五
巻
四
号
四
七
七
頁
）
に

お
い
て
公
認
・
理
論
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
の
判
例
に
よ
っ
て
理
論
の
拡
充
が
な
さ
れ
た
の
が
、
特
定
の
相
続
財
産
を
特
定
の
相
続
人

に
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
の
性
質
に
つ
い
て
の
議
論
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

最
高
裁
の
判
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
相
続
財
産
を
特
定
の
相
続
人
に
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
は
、
こ
れ
を
遺
贈

と
解
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
遺
産
分
割
方
法
指
定
の
性
質
を
有
し
、
被
相
続
人
に
よ
っ
て
分
割
方
法
の
指
定
が
な
さ
れ

た
以
上
、
こ
れ
と
異
な
る
遺
産
分
割
の
協
議
も
、
審
判
も
も
は
や
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
遺
産
の
一
部
分
割
と
同
様
の
遺
産

の
承
継
関
係
（
→
遺
産
分
割
の
効
果
（
権
利
移
転
の
効
果
））
を
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
遺
産
分
割
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
相
続
開

始
の
時
か
ら
直
ち
に
当
該
遺
産
が
当
該
相
続
人
に
相
続
に
よ
り
承
継
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
特
定
の
相
続
人
に
遺
産
全
部
を
指
定
し
て

相
続
さ
せ
る
と
し
た
遺
言
も
同
様
の
効
果
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
平
成
三
〇
年
の
民
法
改
正
に
お
い
て
制
度

－ 223(511) －
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化
さ
れ
た
被
相
続
人
（
遺
言
者
）
が
行
う
特
定
相
続
人
へ
の
相
続
に
よ
る
遺
産
の
直
接
承
継
方
法
で
あ
る（
４
）。

す
な
わ
ち
、最
高
裁
平
成
三
年
四
月
一
九
日
前
掲
判
決
は
、「
遺
言
書
に
お
い
て
特
定
の
遺
産
を
特
定
の
相
続
人
に
『
相
続
さ
せ
る
』

趣
旨
の
遺
言
者
の
意
思
が
表
明
さ
れ
て
い
る
場
合
、
当
該
相
続
人
も
当
該
遺
産
を
他
の
共
同
相
続
人
と
共
に
で
は
あ
る
が
当
然
相
続

す
る
地
位
に
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
遺
言
者
の
意
思
は
、
右
の
各
般
の
事
情
を
配
慮
し
て
、
当
該
遺
産
を
当
該
相
続
人
を
し

て
、
他
の
共
同
相
続
人
と
共
に
で
は
な
く
し
て
、
単
独
で
相
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
趣
旨
の
も
の
と
解
す
る
の
が
当
然
の
合
理
的
な
意

思
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
遺
言
書
の
記
載
か
ら
、
そ
の
趣
旨
が
遺
贈
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
又
は
遺
贈
と
解
す
べ
き

特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
遺
贈
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
…
…
右
の
『
相
続
さ
せ
る
』
趣
旨
の
遺
言
は
正
に
同
条
〔
民
法

九
〇
八
条
〕
に
い
う
遺
産
の
分
割
の
方
法
を
定
め
た
遺
言
で
あ
り
、
他
の
共
同
相
続
人
も
右
の
遺
言
に
拘
束
さ
れ
、
こ
れ
と
異
な
る

遺
産
分
割
の
協
議
、
更
に
は
審
判
も
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
遺
言
に
あ
っ
て
は
、
遺
言
者
の
意
思
に
合
致
す
る

も
の
と
し
て
、
遺
産
の
一
部
で
あ
る
当
該
遺
産
を
当
該
相
続
人
に
帰
属
さ
せ
る
遺
産
の
一
部
の
分
割
が
な
さ
れ
た
の
と
同
様
の
遺
産

の
承
継
関
係
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
遺
言
に
お
い
て
相
続
に
よ
る
承
継
を
当
該
相
続
人
の
受
諾
の
意
思
表
示
に
か
か
ら

せ
た
な
ど
の
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
何
ら
の
行
為
を
要
せ
ず
し
て
、
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
（
遺
言
の
効
力
の
生
じ
た
時
）
に

直
ち
に
当
該
遺
産
が
当
該
相
続
人
に
相
続
に
よ
り
承
継
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
遺
産
分
割
の
協
議

又
は
審
判
に
お
い
て
は
、
当
該
遺
産
の
承
継
を
参
酌
し
て
残
余
の
分
割
が
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
も
、
当
該
遺
産

に
つ
い
て
は
、
右
の
協
議
又
は
審
判
を
経
る
余
地
は
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
た

（
５
）。

特
定
の
相
続
財
産
の
価
額
が
そ
れ
を
相
続
さ
せ
る
と
し
た
特
定
の
相
続
人
の
法
定
相
続
分
の
割
合
を
超
え
る
指
定
が
な
さ
れ
た
遺

言
は
、
最
高
裁
平
成
一
四
年
六
月
一
〇
日
判
決
（
家
月
五
五
巻
一
号
七
七
頁
）
に
、
ま
た
、
相
続
財
産
全
部
を
特
定
の
相
続
人
に
相

続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
は
最
高
裁
平
成
二
一
年
三
月
二
四
日
判
決
（
民
集
六
三
巻
三
号
四
二
七
頁

（
６
））
に
そ
れ
ぞ
れ
登
場
す
る
が
、
最
高

裁
は
、
い
ず
れ
も
最
高
裁
平
成
三
年
四
月
一
九
日
前
掲
判
決
を
引
用
し
て
は
い
る
が
、
特
定
の
相
続
人
の
法
定
相
続
分
の
割
合
を
超
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え
る
相
続
財
産
を
相
続
さ
せ
る
と
し
た
遺
言
の
性
質
に
つ
い
て
詳
し
い
説
示
は
特
に
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
後
者
の
最
高
裁
平
成

二
一
年
三
月
二
四
日
判
決
に
つ
い
て
は
、
上
告
棄
却
の
結
論
に
よ
っ
て
是
認
し
た
以
下
の
原
審
の
判
断
が
あ
り
、
判
例
理
論
の
理
解

に
大
い
に
参
考
に
な
る
。

原
審
は
、
最
高
裁
平
成
三
年
四
月
一
九
日
前
掲
判
決
の
判
断
を
引
用
し
な
が
ら
、
本
件
の
よ
う
な
「
遺
産
全
部
に
つ
い
て
『
相
続

さ
せ
る
』
趣
旨
の
遺
言
を
し
た
場
合
で
も
同
様
に
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
は
法
定
相
続
分
を
超
え
る
遺
産
を
相
続
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
か
ら
、
遺
産
分
割
方
法
が
指
定
さ
れ
た
と
と
も
に
相
続
分
が
指
定
さ
れ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

…
…
本
件
遺
言
は
、
Ｙ
の
相
続
分
を
全
部
と
指
定
し
、
そ
の
遺
産
分
割
の
方
法
の
指
定
と
し
て
遺
産
全
部
の
権
利
を
Ｙ
に
移
転
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
遺
産
全
部
の
権
利
は
Ａ
死
亡
の
時
に
直
ち
に
Ｙ
に
承
継
さ
れ
た
も
の
と
み
と
め
ら
れ
る
」
と
判
示
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
最
高
裁
平
成
三
年
四
月
一
九
日
前
掲
判
決
に
お
い
て
は
、
遺
産
全
部
を
相
続
さ
せ
る
と
し
た
場
合
も
含
め
て
、

相
続
さ
せ
る
と
し
た
特
定
の
遺
産
の
価
額
が
受
益
者
で
あ
る
特
定
相
続
人
の
法
定
相
続
分
を
超
え
る
遺
言
の
性
質
に
つ
い
て
の
詳
し

い
言
及
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
同
判
決
は
、
相
続
さ
せ
る
と
し
た
相
続
財
産
の
価
額
が
受
益
者
で
あ
る
特
定
相
続
人
の
法
定
相
続
分

を
超
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
案
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
高
裁
は
、
相
続
さ
せ
る
と
し
た
遺
産
は
遺
産
分
割
を
経
る
余
地
は
な

い
と
し
た
前
記
判
示
部
分
に
続
い
て
、「
も
っ
と
も
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
特
定
の
相
続
人
は
な
お
相
続
の
放
棄
の

自
由
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
者
が
所
定
の
相
続
の
放
棄
を
し
た
と
き
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
当
該
遺
産
が
そ
の
者
に
相
続
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
ま
た
4

4

、
場
合
に
よ
っ
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、
他
の
相
続
人
の
遺
留
分
減
殺
請
求
権

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
民
法
改
正

後
は
、遺
留
分
侵
害
額
請
求
権
―
筆
者
注
記
）
の
行
使
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」（
傍
点
筆
者
）
と
判
示
し
て
い
る
か
ら
、す
で
に
、

最
高
裁
平
成
三
年
四
月
一
九
日
前
掲
判
決
に
お
い
て
、
遺
産
全
部
を
特
定
の
相
続
人
に
相
続
さ
せ
る
と
遺
言
し
た
場
合
も
含
め
て
、

受
益
者
で
あ
る
特
定
相
続
人
の
法
定
相
続
分
を
超
え
る
相
続
財
産
を
相
続
さ
せ
る
と
し
た
場
合
に
は
、
相
続
分
の
変
更
を
伴
う
遺
産

分
割
方
法
が
指
定
さ
れ
た
も
の
と
の
理
解
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
７
）。
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そ
し
て
こ
の
判
例
法
理
は
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
年
）
の
民
法
改
正
法
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
、「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺

言
の
う
ち
の
、
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
と
し
て
特
定
の
財
産
の
直
接
承
継
が
定
め
ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
遺
言
に
つ
い
て
は
、
遺

贈
遺
言
と
区
別
さ
れ
、「
特
定
財
産
承
継
遺
言
」
と
し
て
民
法
一
〇
一
四
条
、
一
〇
四
六
条
、
一
〇
四
七
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
し
、

民
法
八
九
九
条
の
二
及
び
一
〇
三
七
条
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
８
）。

他
方
、
学
説
に
お
い
て
は
、「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
は
こ
れ
を
遺
贈
と
解
す
べ
き
だ
と
す
る
主
張
が
民
法
改
正
前
か
ら
あ
っ

た
し

（
９
）、
民
法
改
正
後
も
、
特
定
財
産
承
継
遺
言
を
遺
贈
と
解
す
べ
き
だ
と
す
る
学
説

）
10
（

が
な
お
有
力
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

）
11
（

。
ま
た
、
相

続
財
産
の
一
定
割
合
な
い
し
全
て
を
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
は
、「
相
続
分
の
指
定
」
遺
言
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
に
お
い
て
違
い

は
な
い
け
れ
ど
も
、「
特
定
財
産
承
継
遺
言
」
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
主
張
も
あ
る

）
12
（

。

（
３
）　

我
妻
栄
＝
唄
孝
一
『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
Ⅷ
相
續
法
』
一
〇
〇
頁　

日
本
評
論
社　

一
九
六
六
年
、
中
川
善
之
助
＝
泉
久
雄
『
相
続
法

〔
第
四
版
〕』二
五
三
頁
以
下　

有
斐
閣　

二
〇
〇
〇
年
、有
地
亨『
新
版
家
族
法
概
論〔
補
訂
版
〕』四
〇
六
頁　

法
律
文
化
社　

二
〇
〇
五
年
、

東
京
高
昭
和
判
四
五
年
三
月
三
〇
日
高
民
集
二
三
巻
二
号
一
三
五
頁
、
東
京
高
判
昭
和
六
〇
年
八
月
二
七
日
家
月
三
八
巻
五
号
五
九
頁
、
札

幌
高
決
昭
和
六
一
年
三
月
一
七
家
月
三
八
巻
八
号
六
七
頁
。
反
対
、
伊
藤
昌
司
「『
相
続
さ
せ
る
』
遺
言
は
遺
贈
と
異
な
る
財
産
処
分
で
あ

る
か
」
法
政
研
究
第
五
七
巻
四
号
一
六
七
頁
以
下　

一
九
九
一
年
、
同
『
相
続
法
』
一
二
四
頁
以
下　

有
斐
閣　

二
〇
〇
二
年
。

（
４
）　

潮
見
・
前
掲
書
三
六
五
頁
参
照
。

（
５
）　

本
判
決
に
つ
い
て
は
、
塩
月
秀
平
最
高
裁
調
査
官
の
「
解
説
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説　

民
事
篇　

平
成
三
年
度
』
二
一
一
頁
以
下　

法
曹
会　

一
九
九
四
年
が
あ
る
。

（
６
）　

最
高
裁
平
成
二
一
年
三
月
二
四
日
判
決
は
、
特
定
相
続
人
に
対
し
て
遺
産
を
す
べ
て
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
特

段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
当
該
特
定
相
続
人
が
遺
産
債
務
も
す
べ
て
承
継
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
侵
害
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額
を
算
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
遺
産
債
務
が
あ
る
と
し
て
そ
の
額
を
遺
留
分
の
額
に
加
算
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
と
判
示
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
判
断
で
あ
る
。
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
譲
調
査
官
の
「
解
説
」『
最
高
裁
判
所
判
例

解
説　

民
事
篇　

平
成
二
一
年
度
（
上
）』
二
二
五
頁
以
下　

法
曹
会　

二
〇
一
二
年
が
あ
る
。

（
７
）　

潮
見
・
前
掲
書
三
五
八
頁
、
三
六
〇
頁
。
な
お
、
同
書
三
六
四
頁
以
下
参
照
。

（
８
）　

水
野
謙
「
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
と
相
続
法
改
正
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
三
五
号
六
七
頁　

二
〇
一
九
年
、
な
お
、
潮
見
・
前
掲
書
三
六
四

頁
以
下
参
照
。

（
９
）　

伊
藤
・
前
掲
論
文
一
六
七
頁
以
下
、
同
『
相
続
法
』
一
二
四
頁
以
下　

有
斐
閣　

二
〇
〇
二
年
。

（
10
）　

内
田
貴
『
民
法
Ⅳ
［
補
訂
版
］
親
族
・
相
続
』
四
八
五
頁
以
下　

東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
四
年
。

（
11
）　

潮
見
・
前
掲
書
三
五
六
頁
参
照
。

（
12
）　

二
宮
周
平
『
家
族
法
〔
第
五
版
〕』
四
六
二
頁　

新
世
社　

二
〇
一
九
年
。「
相
続
分
の
指
定
」
は
、
民
法
一
〇
四
六
条
一
項
括
弧
内
に
表

記
さ
れ
て
い
る
。

四　

負
担
付
遺
贈
の
取
消
し
規
定
の
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
へ
の
類
推
適
用
の
可
否

さ
て
、【
裁
判
例
一
】【
裁
判
例
二
】
と
も
に
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
も
負
担
付
遺
贈
の
取
消
に
つ
い
て
定
め
る
民
法

一
〇
二
七
条
が
類
推
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
遺
言
の
取
消
が
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
相
続
さ
せ
る
」旨
の
遺
言
に
、

遺
贈
の
場
合
と
同
様
に
、
負
担
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
裁
判
例
一
】
は
特
に
理
由
を
付
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
認
め
て
遺
言
取
消
の
可
否
を
検
討
し
て
い
る
が
、【
裁
判
例
二
】
は
、「
本

件
遺
言
は
、
負
担
付
の
『
相
続
さ
せ
る
』
旨
の
遺
言
で
あ
り
、
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
を
し
た
も
の
で
遺
贈
と
は
異
な
る
も
の
の
、
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そ
の
権
利
移
転
の
効
果
は
遺
贈
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
遺
言
者
の
意
思
か
ら
す
れ
ば
同
条
の
類
推
適
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ

る
」
と
説
い
て
い
る
。

学
説
に
お
い
て
は
、
す
で
に
こ
の
問
題
を
肯
定
的
に
論
じ
て
き
た
論
考
が
い
く
つ
か
あ
り

）
13
（

、「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
負
担

を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
多
数
学
説
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

）
14
（

。
た
だ
し
、「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
負
担
が

付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
、
相
続
分
の
指
定
を
伴
う
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
遺
言
と
解
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
を
負
担
付
遺
贈
と
解
す
る
べ
き
だ
と
す
る
主
張
も
有
力
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
15
（

。

「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
は
、
相
続
に
よ
る
承
継
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
質
が
遺
贈
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

遺
贈
に
準
ず
る
遺
言
者
の
財
産
処
分
と
し
て
、
特
定
遺
産
を
対
象
と
す
る
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
お
よ
び
遺
産
を
す
べ
て
「
相

続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
負
担
を
付
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
遺
言
に
付
し
た
負
担
に
不
履
行
が
あ
り
、
負

担
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
遺
言
者
は
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
よ
り
相
続
財
産
を
取
得
さ
せ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ

る
場
合
に
は
、遺
言
の
取
消
を
認
め
る
た
め
に
民
法
一
〇
二
七
条
の
準
用
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
特
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
他
方
、

「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
の
性
質
が
、
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
で
あ
り
遺
贈
と
は
異
な
る
と
解
す
る
と
し
て
も
、【
裁
判
例
二
】
に

お
い
て
仙
台
高
裁
が
判
示
す
る
よ
う
に
、
最
高
裁
平
成
三
年
四
月
一
九
日
前
掲
判
決
が
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
に
付
与
し
た
遺
産
分

割
の
効
果
（
権
利
移
転
の
効
果
）
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
が
遺
贈
と
類
似
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
遺
贈
の
場
合
と
同
様
に
、「
相

続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
も
負
担
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
付
さ
れ
た
負
担
の
不
履
行
が
あ
り
遺
言
を
取
り
消
す
場
合
に
は
民

法
一
〇
二
七
条
の
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
解
し
て
も
よ
い
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
う
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
言
取
消
の

可
能
性
を
用
意
し
て
お
け
ば
、
特
に
【
裁
判
例
一
】【
裁
判
例
二
】
の
よ
う
に
強
制
履
行
が
難
し
い
負
担
の
不
履
行
が
問
題
と
な
っ
た

と
き
に
遺
言
者
の
意
思
尊
重
実
現
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
い
え
る

）
16
（

。

た
だ
、
そ
う
解
す
る
場
合
に
は
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、【
裁
判
例
二
】
で
問
題
と
な
っ
た
遺
産
を
す
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べ
て
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
遺
言
に
負
担
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一

つ
は
、【
裁
判
例
一
】【
裁
判
例
二
】
と
も
に
共
通
す
る
が
、
遺
産
分
割
協
議
は
協
議
の
際
に
付
さ
れ
た
債
務
の
不
履
行
を
理
由
に
解

除
で
き
な
い
と
し
た
最
高
裁
平
成
元
年
二
月
九
日
判
決
（
民
集
四
三
巻
二
号
一
頁

）
17
（

）
に
お
け
る
遺
産
分
割
の
性
質
に
関
す
る
理
解
と

の
整
合
性
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
最
高
裁
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
遺
言
者
が
特
定
相
続
人
に
遺
産
を
す
べ
て
相
続
さ
せ
る
と
遺
言
し
た
場
合
は
、
受
益
者
で
あ

る
特
定
相
続
人
の
相
続
分
を
全
部
と
指
定
し
、
特
定
相
続
人
の
相
続
分
を
全
部
と
す
る
遺
産
分
割
の
方
法
の
指
定
が
あ
る
た
め
、
当

該
特
定
相
続
人
に
遺
産
全
部
の
権
利
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
他
に
共
同
相
続
人
が
あ
る
の
に
特

定
相
続
人
に
つ
い
て
の
み
相
続
分
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
指
定
し
た
場
合
に
は
、
全
て
の
遺
産
を
当
該
特
定
相
続
人
が
相
続
す
る

こ
と
に
な
っ
て
、
も
は
や
ほ
か
に
遺
産
分
割
す
る
財
産
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
遺
産
分
割
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ

る
）
18
（

。
遺
産
分
割
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
に
、
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
し
、
遺
産
分
割
方

法
の
指
定
が
あ
り
え
な
い
以
上
、
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
に
付
与
さ
れ
た
遺
産
分
割
の
効
果
（
権
利
移
転
の
効
果
）
も
生
じ
な
い
こ

と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
権
利
移
転
の
効
果
を
生
じ
な
い
遺
言
に
負
担
を
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
相
続
人
は
遺
産
分
割
に
よ
っ
て
相
続
財
産
を
相
続
開
始
の
時
に
遡
っ
て
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、

相
続
分
の
指
定
も
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
も
遺
産
分
割
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
制
度
で
あ
る
以
上
、
た
と
え
共
同
相
続
人

の
一
人
の
相
続
分
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
指
定
し
た
場
合
で
も
、
当
該
共
同
相
続
人
の
一
人
の
相
続
分
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

す
る
と
い
う
相
続
分
の
変
更
と
と
も
に
当
該
相
続
人
に
遺
産
全
て
を
取
得
さ
せ
る
と
い
う
遺
産
分
割
方
法
を
指
定
し
た
遺
産
分
割
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
権
利
移
転
の
効
果
を
伴
う
遺
言
と
い
え
る
の
だ
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
、
最
高
裁

平
成
八
年
一
月
二
六
日
判
決
（
民
集
五
〇
巻
一
号
一
三
二
頁
）
が
「
遺
言
者
の
財
産
全
部
に
つ
い
て
の
包
括
遺
贈
は
、
遺
贈
の
対
象
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と
な
る
財
産
を
個
々
的
に
掲
記
す
る
代
わ
り
に
こ
れ
を
包
括
的
に
表
示
す
る
実
質
を
有
す
る
も
の
で
、
そ
の
限
り
で
特
定
遺
贈
と
そ

の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
た
包
括
遺
贈
の
性
質
に
関
す
る
構
成
と
同
様
に
、遺
産
を
す
べ
て
「
相
続
さ
せ
る
」

旨
の
遺
言
は
、
遺
産
分
割
の
効
果
（
＝
権
利
移
転
の
効
果
）
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
特
定
の
遺
産
を
特
定
の
相
続
人
に
「
相

続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
が
集
合
・
集
積
し
た
も
の
で
あ
る

）
19
（

と
の
説
明
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
は
思
う
。
そ
う
考
え
て
よ
か
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。

次
に
、
遺
産
分
割
協
議
の
債
務
不
履
行
を
理
由
と
す
る
解
除
を
否
定
し
た
最
高
裁
平
成
元
年
二
月
九
日
前
掲
判
決
と
の
関
係
で
あ

る
。
近
時
の
学
説
の
多
く
は
こ
の
問
題
を
肯
定
す
る
方
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が

）
20
（

、
最
高
裁
は
、
同
判
決
に
お
い
て
、
負
担
の

不
履
行
を
理
由
に
遺
産
分
割
協
議
を
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
判
断
の
理
由
と
し
て
、「
遡
及
効
を
有
す
る
遺
産
の
再
分

割
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
法
的
安
定
性
が
著
し
く
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
こ
と
と
と
も
に
、
遺
産
分
割
の
性
質
に
も
言
及
し
「
遺
産

分
割
は
そ
の
性
質
上
協
議
の
成
立
と
と
も
に
終
了
し
、
そ
の
後
は
右
協
議
に
お
い
て
右
債
務
を
負
担
し
た
相
続
人
と
そ
の
債
務
を
取

得
し
た
相
続
人
間
の
債
権
債
務
関
係
が
残
る
だ
け
と
解
」
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
解
除
に
な
じ
ま
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
遺
産
分
割
協

議
は
、
分
割
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
協
議
の
成
立
（
分
割
の
効
力
発
生
）
と
と
も
に
そ
の
目
的
を
達
し
て
終
了
し

て
し
ま
う
か
ら
、遺
産
分
割
の
方
法
と
し
て
協
議
の
中
で
設
定
さ
れ
た
共
同
相
続
人
間
の
債
権
債
務
関
係
は
、そ
れ
だ
け
が
別
に
残
っ

て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
の
性
質
を
有
す
る
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
が
な
さ

れ
た
場
合
も
、
遺
言
が
効
力
を
生
じ
て
遺
産
分
割
の
効
果
が
生
じ
る
と
、
遺
産
分
割
や
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
も
そ
の
役
割
を
終
え

て
消
滅
し
て
し
ま
い
、
付
加
し
た
債
務
の
負
担
だ
け
が
残
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
負
担
は
附

款
で
あ
る
が

）
21
（

、
負
担
付
贈
与
に
せ
よ
、
負
担
付
遺
贈
に
せ
よ
そ
の
不
履
行
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
体
で
あ
る
財
産
処
分
行
為
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
権
利
移
転
の
効
果
が
生
じ
る
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
の
場
合
に
は
、
本
体
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
て
、
負
担
だ
け
が
宙
に
浮
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
答
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
遺
言
者
が
遺
産
分
割
方
法
を
指
定
し
て
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
ず
る
遺
産
分
割
の
効
果
と
し
て
特
定
相
続
人
が
遺
産
を
取
得
す
る
と
い
う
権
利
移
転
の
効
果
が
、
遡
及
効
を
伴
う
相
続
に

よ
る
承
継
で
あ
る
と
は
い
え
、
遺
言
者
の
意
思
に
よ
る
財
産
処
分
で
あ
る
遺
贈
と
類
似
す
る
か
ら
、
そ
の
点
に
着
目
す
れ
ば
、
遺
産

分
割
方
法
の
指
定
の
性
質
を
有
す
る
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
も
負
担
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
負
担
の
不
履
行
が
著
し

く
負
担
を
履
行
し
な
け
れ
ば
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
を
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
判
断
で
き
る
場
合
に
は
、
負
担
付
遺
贈
の
取
消
を

定
め
る
民
法
一
〇
二
七
条
の
類
推
適
用
が
可
能
で
あ
る

）
22
（

と
い
う
説
明
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
、
右
最
高
裁
の
判
断
を
前
提
と
す
る
限
り
、「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
負
担
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
遺

産
分
割
の
効
果
が
生
じ
る
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
遺
言
と
解
す
る
の
で
は
な
く
、
遺
贈
遺
言
で
あ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
と

に
【
裁
判
例
二
】
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
平
成
三
年
四
月
一
九
日
前
掲
判
決
の
い
う
遺
贈
と
解
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
と

考
え
て
、
こ
れ
を
負
担
付
遺
贈
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
し

て
遺
贈
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
を
遺
贈
と
し
て
行
う
こ
と
が
遺
言
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
、
遺
言
者
が
遺
贈
に
関
す
る
規
律
に
服
さ
せ
る
趣
旨
の
下
で
こ
の
言
葉
を
用
い
て
い
た
場
合
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

か
ら

）
23
（

、
本
件
は
そ
の
典
型
的
な
場
合
に
当
た
る
と
は
い
え
な
い
事
案
で
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
、【
裁
判
例
二
】
に
お
い
て
遺
言
者
は
、

疾
病
の
影
響
等
も
あ
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、
財
産
管
理
も
不
十
分
で
、
ま
と
ま
っ
た
お
金
を
得
て
も
浪
費
し
て
し
ま
い
、
年
金

生
活
も
困
難
な
Ⅹ
に
、
自
分
の
死
後
も
継
続
的
な
経
済
支
援
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
遺
産
内
容
が
そ
の
支
援
に
耐
え
う
る
こ

と
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
Ｚ
に
遺
産
全
て
を
取
得
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
Ⅹ
へ
の
支
援
を
託
そ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
り
、
Ⅹ
へ
の
配
慮

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
Ｚ
が
相
続
を
放
棄
し
て
も
全
遺
産
を
取
得
さ
せ
て
Ⅹ
へ
の
金
銭
給
付
（
扶
養
）
の
継
続
を
望
ん
で
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
遺
贈
の
登
録
免
許
税
の
税
率
も
相
続
と
同
率
と
な
り
、
相
続
人
に
対
す
る
遺
贈
で
あ
れ
ば
受
遺
者
単
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独
で
の
登
記
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
少
な
く
と
も
こ
の
場
合
に
は
遺
言
の
性
質
を
負
担
付
遺
贈
と
解
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う

必
要
は
な
い
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

（
13
）　

島
津
一
郎
「
分
割
方
法
指
定
遺
言
の
性
質
と
効
力
―
い
わ
ゆ
る
『
相
続
さ
せ
る
遺
言
』
に
つ
い
て
―
」
判
例
時
報
一
三
七
四
号
八
頁
以

下　

一
九
九
一
年
、
西
口
元
「『
相
続
さ
せ
る
』
遺
言
の
効
力
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
二
二
号
五
二
頁
以
下
、
松
尾
・
前

掲
論
文
四
七
三
頁
、
北
野
俊
光
「『
相
続
さ
せ
る
』
旨
の
遺
言
の
実
務
上
の
問
題
点
」
久
貴
忠
彦
編
『
遺
言
と
遺
留
分
第
一
巻
遺
言
［
第
二

版
］』
一
八
四
頁
以
下　

日
本
評
論
社　

二
〇
一
一
年
、
潮
見
・
前
掲
書
六
〇
一
頁
。
な
お
、
今
回
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
が
、
松
尾
教
授

が
、
前
掲
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
一
五
八
巻
六
号
一
四
三
頁
に
お
い
て
、
燕
山
嚴
他
『
遺
言
法
体
系
１
〔
補
訂
版
〕
四
三
六
頁
以
下　

慈
学

社　

二
〇
一
五
年
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

（
14
）　

松
尾
・
前
掲
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
一
五
八
巻
六
号
一
四
二
頁
以
下
。

（
15
）　

潮
見・前
掲
書
五
八
九
頁
、内
田・前
掲
書
五
〇
三
頁
、窪
田
充
見
『
家
族
法　

民
法
を
学
ぶ
第
三
版
』
四
八
〇
頁　

有
斐
閣　

二
〇
一
七
年
。

（
16
）　

中
川
善
之
助
＝
加
藤
永
一
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
28
）
相
続
（
３
）
遺
言
・
遺
留
分
』
四
三
〇
頁
〔
上
野
雅
和
〕
有
斐
閣　

二
〇
〇
二
年
。

（
17
）　

本
判
決
に
つ
い
て
は
、
河
野
信
夫
調
査
官
の
「
解
説
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説　

民
事
編　

平
成
元
年
度
』
一
頁
以
下　

法
曹
会　

一
九
九
一
年　

が
あ
る
。

（
18
）　

吉
田
克
己
「
遺
言
に
よ
る
財
産
処
分
の
諸
方
法・諸
態
様
と
遺
産
分
割
」
岡
部
喜
代
子
＝
伊
藤
昌
司
編
『
新
家
族
法
実
務
体
系
４
相
続
［
Ⅱ
］

―
遺
言
・
遺
留
分
―
』
二
四
〇
頁
以
下　

新
日
本
法
規　

二
〇
〇
八
年
。

（
19
）　

水
野
謙
「
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
と
相
続
法
の
改
正
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
三
五
号
六
七
頁
参
照
。

（
20
）　

早
川
眞
一
郎
「
判
批
」
法
学
教
室
一
一
〇
号
八
二
頁
以
下　

一
九
八
九
年
、
佐
藤
義
彦
「
遺
産
分
割
協
議
の
解
除
の
可
否
」
判
例
タ
イ
ム

ズ
六
八
八
号
二
六
一
頁
以
下　

一
九
八
九
年
、右
近
健
男「
判
批
」民
商
法
雑
誌
一
〇
一
巻
五
号
六
三
頁
以
下　

一
九
九
〇
年
、河
上
正
二「
判

批
」
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
七
巻
六
号
一
四
八
頁
以
下　

一
九
九
〇
年
。
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（
21
）　

上
野
・
前
掲
書
二
七
九
頁
。

（
22
）　

潮
見
・
前
掲
書
六
〇
一
頁
。
北
野
・
前
掲
論
文
一
八
四
頁
以
下
は
、
一
〇
二
七
条
の
準
用
を
肯
定
さ
れ
る
。

（
23
）　

潮
見
・
前
掲
書
三
六
三
頁
。
な
お
、
下
級
審
判
例
で
は
あ
る
が
、
大
阪
地
判
令
和
三
年
九
月
二
九
日
判
タ
一
四
九
九
号
一
九
五
頁
は
、
被

相
続
人
（
遺
言
者
）
が
相
続
人
の
一
人
に
、
他
の
相
続
人
に
対
し
て
代
償
金
を
支
払
う
旨
の
負
担
を
付
し
て
、
土
地
の
持
分
を
「
相
続
さ
せ

る
」
旨
の
遺
言
を
残
し
た
が
、
土
地
の
持
分
の
価
額
が
代
償
金
の
額
を
下
回
っ
て
い
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
民
法
一
〇
〇
二
条
第
一
項

の
類
推
適
用
を
認
め
た
が
、
判
決
理
由
中
に
「
被
相
続
人
が
『
相
続
さ
せ
る
』
趣
旨
の
遺
言
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
の
相
続
人
が

登
記
な
し
に
第
三
者
に
対
抗
で
き
ず
、
所
有
権
移
転
登
記
手
続
に
つ
い
て
相
続
人
全
員
と
の
共
同
申
請
が
必
要
と
な
る
遺
贈
の
趣
旨
で
あ
っ

た
と
解
す
べ
き
特
段
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
単
に
負
担
付
で
『
相
続
さ
せ
る
』
趣
旨
の
遺
言
を
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
足
り
な
い
」
と
判
示

し
て
い
る
。

五　

負
担
と
し
て
の
「
同
居
・
生
活
の
面
倒
」「
生
活
の
援
助
」
と
遺
言
取
消
の
可
否

最
後
に
、
負
担
と
さ
れ
た
債
務
の
内
容
と
遺
言
取
消
の
可
否
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、【
裁
判
例
一
】
に
お
い
て
「
相
続
さ
せ
る
」
旨
の
遺
言
に
付
さ
れ
た
負
担
の
内
容
は
、
老
母
「
Ｂ
と
と
も
に
本
件
不
動
産

に
居
住
し
て
そ
の
生
活
の
面
倒
を
生
涯
に
亘
り
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
老
親
と
同
居
し
て
生
活
の
面
倒

を
み
る
と
い
う
負
担
の
内
容
は
、老
親
の
生
存
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、強
制
履
行
に
親
し
ま
な
い
内
容
の
債
務
で
あ
る
か
ら
、

債
務
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
、負
担
付
遺
贈
取
消
の
制
度
（
民
法
一
〇
二
七
条
）
を
利
用
し
て
、債
務
者
に
催
告
し
て
履
行
を
促
し
、

そ
れ
で
も
債
務
の
履
行
が
な
け
れ
ば
家
庭
裁
判
所
に
遺
言
の
取
消
を
請
求
す
る
し
か
な
い
。
二
女
Ｘ
は
、
長
女
Ｃ
が
、
遺
言
に
記
載

さ
れ
て
い
る
負
担
の
内
容
で
あ
る
Ｂ
と
同
居
す
る
と
い
う
債
務
を
履
行
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
本
件
遺
言
の
取
消
を
求
め
た
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が
、
東
京
家
裁
立
川
支
部
は
Ｘ
の
請
求
を
却
下
し
た
。
Ａ
が
「
本
件
負
担
を
課
し
て
遺
言
者
の
妻
と
の
同
居
を
求
め
た
趣
旨
は
、
遺

言
者
死
亡
後
の
遺
言
者
の
妻
の
生
活
を
案
じ
、
高
齢
で
あ
る
同
人
が
安
全
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
」

が
、
Ｃ
が
Ｂ
と
同
居
し
て
い
な
い
の
は
、
Ｂ
が
Ｃ
か
ら
の
同
居
の
申
し
出
を
断
り
独
居
生
活
を
望
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
同
居

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
き
Ｃ
に
帰
責
事
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
Ｃ
は
、
Ｂ
か
ら
の
生
活
援
助
の
提

案
を
受
け
入
れ
て
、
Ｂ
の
希
望
に
応
じ
た
援
助
を
誠
実
に
実
行
し
て
生
活
を
支
え
て
お
り
、
同
居
は
し
て
い
な
い
が
「
本
件
遺
言
の

趣
旨
に
沿
っ
た
行
為
は
Ｃ
に
よ
っ
て
誠
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る
」。
Ｂ
は
、
そ
う
し
た
援
助
体
制
に
満
足
し
、
Ｃ
夫
婦
に
感
謝
し
て

い
る
し
、
Ｃ
と
の
関
係
は
良
好
で
、
将
来
、
Ｂ
が
独
居
生
活
困
難
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
本
件
負
担
ど
お
り
、
Ｃ
が
Ｂ
と
同
居
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ａ
は
、
Ｃ
が
本
件
不
動
産
を
相
続
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
Ｘ
が
相
続
す
る
こ

と
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
本
件
遺
言
を
取
り
消
し
て
法
定
相
続
に
な
る
と
、
Ｘ
が
こ
れ
を
取
得
す
る
可
能
性
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
遺
言
の
取
消
し
は
Ａ
の
遺
志
に
反
す
る
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
Ｃ
の
負
担

の
履
行
が
な
か
っ
た
ら
、Ａ
は
本
件
遺
言
を
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
か
ら
遺
言
を
取
り
消
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

負
担
付
遺
贈
の
取
消
を
家
庭
裁
判
所
の
裁
量
判
断
に
委
ね
た
の
は
、
取
消
請
求
が
、
⑴
受
遺
者
が
負
担
を
履
行
し
な
い
こ
と
、
⑵

相
続
人
が
相
当
の
期
間
を
定
め
て
負
担
の
履
行
を
催
告
し
た
こ
と
と
い
う
要
件

）
24
（

を
充
た
し
て
い
て
も
、
負
担
付
遺
贈
を
取
り
消
す
と

そ
の
遡
及
効
に
よ
っ
て
、
受
益
者
が
利
益
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
、
受
益
者
の
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
な
い
か
、
そ
の
取
消
し

が
遺
言
者
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
取
消
し
を
認
め
る
こ
と

に
よ
り
、
不
当
に
受
益
者
の
利
益
を
害
す
る
場
合
に
は
、
取
消
請
求
を
却
下
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

）
25
（

。

本
件
に
お
い
て
は
、
負
担
の
内
容
で
あ
る
同
居
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
本
人
が
こ
れ
を
望
ん
で
い
な
い
た
め
に
実
現
し
て
は
い
な
い
け

れ
ど
も
、
Ｂ
が
希
望
す
る
通
り
の
生
活
の
援
助
を
Ｃ
か
ら
受
け
て
、
遺
言
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
そ
し
て
本
人
も
満
足
す
る
安
全
快
適

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
し
、
将
来
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
同
居
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ

－ 212(500) －
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る
。
ま
た
、
家
庭
裁
判
所
が
実
施
し
た
調
査
官
調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
も
Ｂ
に
心
身
の
状
態
、
生
活
の
状
況
に
つ
い
て
特
に
問
題
は

な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
遺
言
を
取
り
消
さ
ず
そ
の
ま
ま
遺
言
の
効
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
む
し
ろ
Ｂ
に
と
っ
て
は
利
益
と
な
る
と

い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
遺
言
を
取
り
消
し
た
場
合
に
は
、
審
判
の
理
由
中
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
法
定
相
続
と
な
る
と
、

Ｘ
が
Ｂ
の
生
活
の
拠
点
で
あ
る
本
件
土
地
の
取
得
を
希
望
し
て
く
る
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
Ａ
Ｂ
と
Ｘ
と
は
、
同
居
の
失

敗
に
よ
っ
て
生
じ
た
諍
い
か
ら
絶
縁
状
態
に
あ
り
、
Ａ
が
Ｘ
に
本
件
土
地
を
取
得
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
意
思
は
、
遺
言
書
付
言
事

項
記
載
の
Ｘ
に
は
生
前
に
各
別
の
利
益
を
与
え
て
お
り
、
Ｘ
は
、
同
公
正
証
書
記
載
の
遺
言
に
つ
い
て
不
満
を
述
べ
る
よ
う
な
立
場

に
は
な
い
の
で
、
万
一
に
も
相
続
に
関
す
る
紛
争
を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
旨
の
文
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
本
件
遺
言
を
取
り
消
す
こ
と
は
Ａ
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
Ｘ
の
請
求
を
却
下

し
た
の
は
妥
当
な
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
受
遺
者
が
負
担
を
履
行
し
な
い
こ
と
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
九
年
の
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
前
は
、
負

担
を
履
行
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
受
遺
者
の
帰
責
事
由
を
必
要
と
す
る
と
い
う
学
説
が
有
力
で
あ
っ
た

）
26
（

。
負
担
の
不
履
行
を
理
由
に

遺
贈
の
取
消
し
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
負
担
と
遺
贈
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
こ
と
か
ら
、
債
務
不
履
行
を
理
由

と
す
る
契
約
解
除
と
同
様
の
制
度
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
し
、取
消
し
に
は
制
裁
と
し
て
の
要
素
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

改
正
民
法
は
、
債
務
不
履
行
を
理
由
と
す
る
契
約
解
除
に
つ
い
て
債
務
者
の
帰
責
事
由
を
要
件
と
し
な
い
こ
と
に
し
た
か
ら

）
27
（

、
こ
れ

を
そ
の
ま
ま
受
け
い
れ
る
な
ら
ば
、
負
担
付
遺
贈
の
取
消
し
の
場
合
に
も
負
担
の
不
履
行
に
帰
責
事
由
を
要
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
今
後
は
、
負
担
不
履
行
の
帰
責
事
由
は
家
庭
裁
判
所
が
取
消
し
の
可
否
を
判
断
す
る
場
合
に
考
慮
す
る
一
事
情
に
と
ど
ま
る

こ
と
に
な
り

）
28
（

、
負
担
の
不
履
行
に
帰
責
事
由
が
な
い
場
合
で
も
取
消
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

）
29
（

。

次
に
、【
裁
判
例
二
】
で
問
題
と
な
っ
た
負
担
は
、遺
言
者
Ａ
の
長
男
Ｚ
が
、二
男
Ｘ
の
「
生
活
を
援
助
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

Ａ
は
、
生
前
の
平
成
二
五
年
頃
か
ら
、
生
活
に
困
窮
し
た
Ⅹ
か
ら
の
援
助
の
求
め
に
応
じ
て
毎
月
少
な
く
と
も
三
万
円
の
送
金
援
助

－ 211(499) －
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を
し
て
き
た
し
、
本
件
遺
言
後
で
は
あ
る
が
、
平
成
二
八
年
夏
頃
、
Ａ
は
Ｚ
に
自
分
に
代
わ
っ
て
Ｘ
に
送
金
す
る
よ
う
指
示
し
、
Ⅹ

は
実
際
に
Ａ
が
死
亡
す
る
翌
年
の
四
月
ま
で
の
間
送
金
を
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
Ａ
に
し
て
み
れ
ば
、
Ｚ
は
負
担
の
内
容
を

十
分
理
解
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
本
件
遺
言
の
文
言
そ
れ
だ
け
を
み
る
と
、
そ
の
内
容
は
あ
い
ま
い
で
不
明
確
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
の
程
度

の
生
活
の
援
助
を
し
た
ら
よ
い
の
か
は
文
言
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
負
担
の
上
限
は
、
負
担
付
で
取
得
す
る
財
産
の

価
額
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
し
（
民
法
一
〇
〇
二
条
第
一
項
）、
負
担
の
不
履
行
を
理
由
に
遺
言
処
分
を
取
消
す
か
ど
う
か
は
家
庭

裁
判
所
の
裁
量
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
負
担
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
て
も
本
件
事
案
に
お
い
て
負
担
の
内
容
を
特
定
し
た

よ
う
に
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
合
目
的
的
な
対
応
が
期
待
で
き
る
と
は
思
う
。
け
れ
ど
も
、
Ａ
の
死
後
に
紛
争
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
Ａ
に
は
、
遺
言
の
中
で
負
担
の
内
容
を
履
行
・
不
履
行
の
判
定
が
で
き
る
程
度
に
客
観
的
に
特
定
可
能
な
内
容
に
し
て
お
く

こ
と
が
望
ま
れ
た
と
い
え
よ
う

）
30
（

。
ま
た
、
長
男
Ｚ
に
つ
い
て
も
、
も
う
少
し
積
極
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
Ｚ
は
、
負
担
の
内
容
が
明
確
に
な
れ
ば
そ
の
義
務
を
履
行
す
る
意
思
は
あ
る
こ
と
を
本
件
申
立
直
後
か
ら
表
明
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
過
去
の
三
万
円
の
送
金
は
Ａ
の
意
思
を
尊
重
し
努
力
義
務
の
範
囲
で
行
っ
た
も
の
で
、
今
後
の
送
金
の
有
無
や

金
額
は
Ｚ
が
決
定
す
る
と
い
っ
て
い
た
と
い
う
。
仙
台
高
裁
は
、
認
定
事
実
を
も
と
に
「
Ｚ
と
Ｘ
は
余
り
交
流
も
な
く
、
Ｚ
に
は
Ｘ

の
病
状
や
収
支
の
状
況
を
十
分
に
把
握
す
る
術
も
な
く
、
ま
た
、
生
活
の
援
助
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
も
困
難
な

面
が
あ
っ
た
」
よ
う
で
履
行
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
問
題
を
扶
養
の
平
面
に
置
き

換
え
て
み
る
と
、
扶
養
必
要
状
態
に
あ
る
Ｘ
か
ら
扶
養
の
請
求
を
受
け
た
と
き
に
Ｚ
が
扶
養
可
能
で
あ
れ
ば
扶
養
義
務
の
履
行
期
が

到
来
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら

）
31
（

、
Ｘ
か
ら
三
万
円
の
送
金
再
開
の
請
求
を
受
け
た
と
き
に
、
積
極
的
に
協
議
す
べ
き
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ｘ
は
、
Ｚ
か
ら
の
送
金
が
な
い
の
で
Ｚ
に
義
務
の
履
行
を
求
め
、
催
告
に
も
応
じ
な
い
の
で
、
本
件
遺
言
の
取
消
し
を
求
め
た
。
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原
審
は
Ｚ
が
負
担
す
る
債
務
の
内
容
を
月
額
三
万
円
の
送
金
と
特
定
し
そ
の
不
履
行
を
理
由
に
本
件
遺
言
を
取
消
し
た
が
、
仙
台
高

裁
は
、
原
審
判
を
取
消
し
て
Ｘ
の
申
立
を
却
下
し
た
。

遺
言
を
取
消
し
て
遺
産
分
割
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
Ｘ
は
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
相
続
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
が
、
Ｘ
は
、
疾
病
、
長
年
の
闘
病
生
活
の
影
響
等
も
あ
っ
て
、
財
産
を
管
理
す
る
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
よ
う
で
、
障
害

基
礎
年
金
の
未
払
い
分
と
し
て
約
八
六
五
万
円
の
支
給
を
受
け
た
が
浪
費
し
て
し
ま
い
生
活
に
困
窮
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
纏

ま
っ
た
お
金
の
取
得
は
浪
費
に
よ
る
困
窮
を
再
度
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
申
立
ど
お
り
に
本
件
遺
言
を
取
り
消
す
こ
と
は
、
受
益
者

で
あ
る
Ｘ
に
利
益
を
も
た
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
不
利
益
と
な
り
か
ね
ず
、
か
え
っ
て
Ｘ
の
救
済
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
Ａ

は
、
Ｘ
の
財
産
管
理
能
力
を
疑
問
視
し
た
か
ら
こ
そ
、
纏
ま
っ
た
お
金
を
与
え
る
代
わ
り
に
毎
月
最
低
で
も
三
万
円
の
送
金
は
続
け

る
こ
と
と
し
、
自
分
の
死
後
も
そ
れ
が
継
続
さ
れ
Ｘ
の
生
存
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
強
く
望
ん
で
い
た
が
ゆ
え
に
、
本
件
遺
言
書
を
作

成
し
て
、
Ｚ
に
Ｘ
に
対
す
る
継
続
的
な
経
済
支
援
を
託
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
件
に
お
い
て
遺
言
の
取
消
し
を
認
め
る
こ

と
は
、
遺
言
者
Ａ
の
意
思
に
反
す
る
結
果
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
遺
言
の
取
消
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
妥
当
な
判
断
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

（
24
）　

久
保
野
・
前
掲
書
二
八
五
頁
。

（
25
）　

我
妻
＝
唄
・
前
掲
書
三
一
〇
頁
、
上
野
・
前
掲
書
四
三
三
頁
以
下
。

（
26
）　

上
野
・
前
掲
書
四
三
二
頁
。

（
27
）　

松
岡
久
和
＝
松
本
恒
雄
＝
鹿
野
菜
穂
子
＝
中
井
康
之
編
『
改
正
債
権
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』
六
四
二
頁
〔
渡
辺
達
徳
〕
法
律
文
化
社　

二
〇
二
三
年
。

（
28
）　

松
尾
教
授
が
従
前
か
ら
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
松
尾
・
前
掲
論
文
四
七
三
頁
。
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（
29
）　

久
保
野
・
前
掲
書
二
八
五
頁
。
な
お
、
松
川
正
毅
『
遺
言
医
師
の
研
究
』
一
七
二
頁　

成
文
堂　

一
九
八
三
年
参
照
。

（
30
）　

松
尾
・
前
掲
論
文
四
七
二
頁
以
下
参
照
。

（
31
）　

泉
久
雄
『
親
族
法
』
三
一
六
頁　

有
斐
閣　

一
九
九
七
年
。

脱
稿
後
、
本
稿
の
内
容
は
、
令
和
六
年
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回
北
九
州
家
事
事
件
研
究
会
に
お
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

�

（
本
学
名
誉
教
授
）
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